
98

地震への備え地震への備え

１ わが身の安全
・揺れを感じたら、机やテーブルの
下に身を隠しましょう。
・バック等、持っている物で頭を保
護し、建物から離れましょう。

３ 狭い路地、門や塀には近寄らない
・ブロック塀や門柱、自動販売機などは
倒れやすいので近づかないようにし
ましょう。

５ 山崩れ、がけ崩れに注意する
・山際や急傾斜地では、山崩れやがけ
崩れが起きやすいので、速やかに避
難しましょう。

１ 正しい情報の入手
・うわさやデマに振り回されな
いようにしましょう。
・テレビ、ラジオ、行政機関など
からの正しい情報を入手しま
しょう。

３ 協力しあって応急処置を
・軽い怪我などの処置は、協力しあって応急手
当をしましょう。
・家具や倒壊建物などの下敷きになった人を協
力して救出しましょう。

２ 避難の前に電気、ガスの安全確認
・避難が必要なときは、ブレー
カーを切り、ガスの元栓を締
めてから避難しましょう。
・暗いからと言って、ライター等
で火をつけたり、部屋の照明を
つけないようにしましょう。

地震が発生したら

地震がおさまったら

津波からの避難

緊急地震速報について

４ 倒壊建物等に閉じ込められたら
・倒壊した建物に閉じ込められた場合、大声を
出すと体力を消耗するので、硬い物で、ドアや
壁をたたいて、近くの人に知らせましょう。

屋内の地震対策
テレビ
　テレビ台に固定し、またテレ
ビ台も動かないように固定し
ましょう。

活断層型地震
福島盆地西縁断層
　福島市、二本松市、猪苗代
町、伊達市などを中心とした
広い範囲に大きな揺れが発
生するおそれがあります。
（マグニチュード7.8程度）

海溝型地震
福島県沖の海溝型地震
　日本列島周辺では、陸側のプレートであるユーラシア
プレートと北アメリカプレートの下に、海側のプレート
である太平洋プレートとフィリピン海プレートが沈み
込んでいます。このプレート運動によりプレート境界や
その内部に蓄積されたひずみが放出されるとき、大き
な地震が発生します。東日本大震災は、海溝型地震で、
北アメリカプレートの下に太平洋プレートが沈み込み、
エネルギーが放出され、マグニチュード９．０を記録し
た巨大な地震でした。

会津盆地東縁断層
　猪苗代周辺から会津盆地
にかけて、大きな揺れが発生
するおそれがあります。
（マグニチュード7.7程度）

会津盆地西縁断層
　会津盆地を始め、喜多方市
に至る地域を中心に大きな
揺れが発生するおそれがあ
ります。
（マグニチュード7.4程度）

双葉断層
　相馬市、南相馬市を中心に
大きな揺れが発生するおそ
れがあります。
（マグニチュード6.8～7.5程度）

集合住宅の地震対策

タンス、食器棚、本棚
　支え棒やＬ型金物で固
定し、二段重ねの場合は、
継ぎ目を金物で固定しま
しょう。

冷蔵庫、電子レンジ
　固定金物・Ｌ型金物で固定し、
レンジ台も固定しましょう。

窓ガラス
　内側に飛散防止フィ
ルムを貼りましょう。

避難通路の確保
　玄関等の避難通路に
転倒する家具等を置か
ないようにしましょう。

２ 素早く冷静に火の始末
・使用中のガス器具、電気器具やス
トーブ等は素早く火を消しましょう。
・無理をせず揺れがおさまってから行
動しましょう。

５ 避難は徒歩で、持ち物は最小限に
・服装は活動しやすいものとし、持ち
物は必要最少限の品物とし、背負う
ようにしましょう。
・避難は徒歩で、車での避難は止めま
しょう。

　東日本大震災では、津波によって命
を落とした方が多数いました。
　地震を感じた場合は、速やかに海岸
から離れましょう。

　「緊急地震速報」は、震源に近い観測点で地震を検知し、大きな揺れが迫っていることを可
能な限り素早く知らせるものです。この情報を聞いて、大きな揺れが始まる前に防災行動を
とることにより、被害の軽減が期待されますが、情報を察知してから揺れが到達するまで数
秒から数十秒とわずかな時間しかありませんので、日頃から対応を考えておきましょう。
　また、震源に近いところでは、緊急地震速報が間に合わないこともあるので注意しま
しょう。

福 島 県 で 想 定 さ れ る 地 震

飛散防止フィルム

屋外の地震対策
ベランダ
いつもきれいにしてお
く。植木鉢などは落下
しないように低い位置
に置く。

ブロック塀
土中にしっかりとした土台がないもの、鉄筋が
入っていないものは補強する。ひび割れや傾き、
鉄筋のサビがある場合は修理する。

プロパンガス
地震や強風で
倒れないよう
に、しっかりと
した土台の上
に置き、鎖 で
しっかり固定
しておく。
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４ 車の運転中
・車の運転中は、道路の左側に寄せ、
キーを付けたまま避難しましょう。

・共用部分に設置された消火器や火災報知
機の場所を確認しておきましょう。
・通路、非常階段、非常扉に物を置かないよ
うにしましょう。
・ベランダの避難器具を確認しておきましょう。
・防災訓練には積極的に参加しましょう。
・防災設備の点検は定期的に受けましょう。

津波の高さの変化
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海が深いほど波の伝わる速さが速く、
沖合いでは旅客機に匹敵します。


